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○ 我が国において、ブロードバンド化・モバイル化の進展や、ネットワークを活用した情報家電・電

子タグ等により、「いつでも、どこでも、何でも、誰でも」がネットワークに接続され、情報の自

在なやりとりを行うことができるユビキタスネットワークが実現に向かいつつある現状を分析

○ また、国民が、インターネットを「いつでも、どこでも、誰でも」利用しつつある現状や、将来的

なユビキタスネットワークサービスへの期待等を分析し、分かりやすく説明

○ さらに、情報セキュリティの確保やデジタル・ディバイドなど、来るべきユビキタスネットワーク

社会に向けて取り組むべき課題や、ユビキタスネットワーク関連市場が経済に与える影響を分析
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(１) ブロードバンドは着実に普及
◇ ブロードバンド契約数は、１，５００万契約に接近 （図表①）

◇ ブロードバンド契約数は、世界第３位。人口普及率は、世界第９位 （図表②）

１ ネットワークの現状

２

図表② ブロードバンド契約数及び人口普及率の
国際比較（2002年）
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図表① ブロードバンド契約数の推移 （平成15年度末）

ブロードバンド契約数は、
１，５００万契約に接近

（年度末）
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総務省調べ

１，４９５

（記述箇所 「第１章第１節 ネットワークインフラの進化」 Ｐ４、８）
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図表② ブロードバンド料金の国際比較
(100kbps当たりの料金、2003年7月)

ITU資料により作成

ブロードバンドは、
世界で最も低廉・高速

（ドル）

（注）各国のＤＳＬ及びケーブルインターネットの提供速度及び提供料金を
基に、100kbps当たりの料金に換算し比較

３

図表① ＯＥＣＤ加盟国における事業者の提供サービス別
ブロードバンド料金比較（2003年10月）

OECD資料により作成

(２) ブロードバンドは世界で最も低廉・高速
◇ ＯＥＣＤ加盟国の事業者が提供するブロードバンド上位１０サービスのうち、８つを日本の事業者が提供する

サービスが占めるほど、我が国のブロードバンド月額提供料金は低廉かつ高速 （図表①）

◇ 100kbps当たりの料金に換算して比較しても、我が国のブロードバンドは世界で最も低廉 （図表②）

（記述箇所 「第１章第１節 ネットワークインフラの進化」 Ｐ６）
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図表① 携帯電話契約数及び携帯インターネット契約数の推移
（平成15年度末）

図表② 主要国・地域における携帯電話のインターネット
対応率 （2003年9月）

(３) モバイルインターネット利用は世界を大きくリード
◇ 携帯電話契約者は8,000万を突破。携帯インターネット契約数は7,000万に接近 （図表①）

◇ 我が国の携帯電話のインターネット対応率（89.5％）は世界第1位 （図表②）

６，９７３

携帯電話は８，０００万
契約を突破

８，１５２

（％）

5

（記述箇所 「第１章第１節 ネットワークインフラの進化」 Ｐ９、１１）

（年度末）



(４) モバイル端末の進化も急速に進展
◇ 第３世代携帯電話の契約数は、２年半足らずで1,669万に急成長（平成13年10月にサービス開始） （図表①）

◇ カメラ付き携帯電話の契約数は、4,786万に。携帯電話契約数に占める比率は60％を突破 （図表②）

図表② カメラ付き携帯電話の契約数の推移（平成15年度末）

５

（出典） 「ネットワークの現状と課題に関する調査」
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(５) ＩＰ電話・ホットスポットが着実に普及
◇ ＩＰ電話は、個人世帯で７．３％、企業で１１．１％が導入済 （図表①）

◇ ホットスポット数は、１年で３倍以上に （図表②）

図表① ＩＰ電話の導入状況（平成15年末） 図表② ホットスポット数の推移（平成15年度末）

（出典） 「平成１５年通信利用動向調査」

６

（％）

（か所）

世帯・企業とも
着実に普及

44.7

42.7

7.4

3.7

0 10 20 30 40 50

具体的予定なし

導入予定あり

一部部門で導入

全社的に導入

IP電話導入率

（％）

1,624

5,350

0

2,000

4,000

6,000

平成15.3 16.3

（出典） 「ネットワークの現状と課題に関する調査」

１１．１

ホットスポット数は、
前年比３倍超

７．３

利用している

利用していない

８９．４

【世帯】

【企業】

不明

３．３

（記述箇所 「第１章第１節 ネットワークインフラの進化」 Ｐ１２）
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（出典）「ネットワークの現状と課題に関する調査」



注）①上記のインターネット利用人口は、パソコン、携帯電話・ＰＨＳ・携帯情報端末、ゲーム機・ＴＶ機器等のうち、１つ以上の機器から利用している６歳以上の者が対象

②平成１５年末の我が国の人口普及率（６０. ６％）は、本調査で推計したインターネット利用人口７，７３０万人を、平成１５年末の全人口推計値１億２，７５２万人（国立社会保障・人口問題
研究所「我が国の将来人口推計（中位推計）」）で除したもの（全人口に対するインターネット利用者の比率）

③平成９～１４年末までの数値は「情報通信白書（平成１２年までは「通信白書」）」より抜粋

④推計においては、高齢者及び小中学生の利用増を踏まえ、対象年齢を年々拡げており、平成１２年末以前の推計結果については厳密に比較できない（平成１１年末までは１５～６９歳、
平成１２年末は１５～７９歳、平成１３年末から６歳以上）
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(１) インターネットの普及率は60％を突破
我が国のインターネット利用人口は7,730万人。人口普及率は、初めて60％を突破

インターネットは、
国民の６割が利用

８

２ 利用者の期待
（記述箇所 「第１章第２節 ネットワークにより変わる国民生活」 Ｐ２６）



図表 端末別に見た個人のインターネット利用者数・比率

（出典） 「通信利用動向調査」

(２) いつでも・どこでもインターネットに接続

パソコンのみからのインターネット接続は減少。様々な端末からインターネットに接続する傾向
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（記述箇所 「第１章第２節 ネットワークにより変わる国民生活」 Ｐ２７）



(３) 誰でもインターネットに接続

６０歳以上が、最もインターネット利用の増加率が高い

１０

図表 年代別にみたインターネット利用率の変化

（出典） 「通信利用動向調査」
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１．３３

高齢者層で利用率
の増加率が高い

（記述箇所 「第１章第２節 ネットワークにより変わる国民生活」 Ｐ３９）



１１

＜インターネットの利用用途（利用用途として上位２位までに挙げた割合）＞

ニュース等
２８．４％

検索サイト
３３．４％

メールの送受信
６３．２％

学校又は勤務先

ニュース等
２１．１％

交通・時刻表・地図
２４．６％

メールの送受信
７５．０％

移動中（通勤・通学中等）

天気予報
１９．３％

検索サイト
１５．９％

懸賞・プレゼント
１１．９％

ニュース等
２４．４％

３位

交通・時刻表・地図
２０．４％

懸賞・プレゼント
２０．５％

ニュース等
１７．４％

天気予報
２５．６％

２位

メールの送受信
５９．８％

メールの送受信
５４．６％

メールの送受信
６２．５％

メールの送受信
６７．３％

１位

レジャー等家での休養家での家事身の回りの準備

（出典） 「ユビキタスネットワーク社会の国民生活に関する調査」（ウェブ調査）

学校又は勤務先:6.1時間
うちインターネット利用時間:77.4分

レジャー等:1.2時間
うちインターネット時間:13.5分

家での休養:3.7時間
うちインターネット利用時間:77.6分

家での家事:2.1時間
うちインターネット利用時間:22.0分

移動中（通勤・通学中等）:1.2時間
うちインターネット利用時間:9.4分

身の回りの準備:2.0時間
うちインターネット利用時間:21.3分

睡眠中
6.7時間

その他:1.1時間

：インターネット利用時間

白数字：各場面でインターネットを利用している人の、
当該場面におけるインターネット利用時間の和／
当該場面の生活時間の和

18.2%

21.1%
13.2%

17.6%

35.0%

19.3%

図表 生活時間におけるインターネット利用

生活のあらゆる時間・
場所で、インターネット
利用が普及

(４) インターネットの利用動向
生活のあらゆる状況において、インターネットの利用が普及していることがうかがえる

（記述箇所 「第１章第２節 ネットワークにより変わる国民生活」 Ｐ４２）



(５) ユビキタスネットワークサービスの利用意向
安心を与えるユビキタスネットワークサービスへの利用意向が高い

１２

図表 ユビキタスネットワークサービスの利用意向 （複数回答）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

全体 勤労者 家庭生活者 高齢者 若者

（位）

1位．大切な人やモノ（家族、親、家、自動車等）に危険が迫ったときに離れた場所にいる自

分に通知してくれる(87.2％)

2位．医師が医療内容をリアルタイムに電子カルテに記録する等により、診療時間や病院

での待ち時間が短縮される(83.7％)

3位．急に病気になった場合でも、近くの病院で遠くの専門医に診てもらえる(83.0％)

4位．外出時には自宅を常時自動監視し、異常があれば知らせてくれたり、必要に応じて警

備会社に自動通報してくれる(81.0％)

5位．安価なシール等を貼っておくことにより、自分の持ち物（財布や傘等）を紛失した場合

にすぐにどこにあるか調べることができる(80.5％)

6位．映画館やコンサート会場の入口や、料金所や駅の改札、駐車場のゲート等において、

ICカードや携帯電話等をかざすだけで、手間をかけずに通過できる(79.2％)

7位．住民票・印鑑証明の発行等の行政サービス、確定申告、選挙の投票等がインター

ネットでいつでも安全にできる(78.6％)

8位．乳幼児、独居老人、ペット等が目の届かない場所（保育所、留守中の自宅等）にいる

場合でも、様子や居場所を確認したいと思うときに確認できる(75.5％)

9位．観光情報等の検索機能や自動翻訳機能、道案内、テレビ電話によるサポート付きの

携帯電話等を利用して、安心して気軽に海外旅行が楽しめる(74.0％)

10位．薬を携帯電話等に近付けるだけで種類が分かりやすく表示されたり、複数の薬の飲

み合わせに注意が促されるなど、薬の誤飲や副作用を防止できる(73.4％)

11位．自動車に高機能カーナビや自動制御による運転サポート機能が組み込まれ、より

安全・快適に運転できる(73.1％)

12位．商品についているチップやバーコードを携帯電話等に読み取らせることにより、商

品の安全性などに関する情報を入手し、安心して買い物ができる(73.0％)

13位．携帯電話等の簡単な操作により、外出先からでも家庭内の様々な電気製品のスイッ

チ（エアコン、湯沸し、炊飯器等）を遠隔操作できる(70.9％)

14位．外出時にスロープやエレベーターなどの安全な通路が案内されたり、緊急時には自

動的に近くの施設に連絡があるなど、高齢者や要介護者でも安心して外出できる(70.0％)

15位．共用パソコンや借りたパソコンを利用する際に、ICカードを利用することにより、自

分のパソコンと同じ設定で利用できる(68.5％)

16位．あらかじめ登録しておくと、移動（歩く、車で走る等）中に、自分の近くにあるお店の

広告や割引券等の情報を携帯電話等で入手できる(67.6％)

17位．家電機器等を日常生活で利用することで、自動的に健康データが測定され、遠隔地

にいる専門家が診断、必要に応じて健康相談を受けられる(66.0％)

18位．外出時でも携帯電話等でテレビ放送を見ることができる(59.0％)

（出典） 「ユビキタスネットワーク社会の国民生活に関する調査」（ウェブ調査）

安心を与える
サービスへ
の利用意向
が高い

（記述箇所 「第１章第２節 ネットワークにより変わる国民生活」 Ｐ５３）



１３

（記述箇所 「第１章第２節 ネットワークにより変わる国民生活」 Ｐ５４－５７）

図表 利用者の属性ごとの、期待するユビキタスネットワークサービスのイメージ

【勤労者】 【家庭生活者】

【高齢者】 【若者】

（出典） 「ユビキタスネットワーク社会の国民生活に関する調査」



（％）

（出典） 「企業のユビキタスネットワーク利用動向調査」

(１) インターネットを利用した電子商取引・販売促進活動の対象機器・端末

現在はパソコン・インターネット対応型携帯電話が多いが、将来的にはネットワーク対応テレビも視野

図表① インターネットを利用した電子商取引の対象としている機器・端末（複数回答）

図表② インターネットを利用した販売促進活動を展開している機器・端末（複数回答）

１４

020406080100 0 5 10 15 20 25 30 35 40

020406080100
0 5 10 15 20 25 30 35 40

（％）

（％） （％）

パソコン

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ対応型
携帯電話
ﾈｯﾄﾜｰｸ対応PDA
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ対応型
固定電話
ﾈｯﾄﾜｰｸ対応
ｶｰ･ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ
ﾈｯﾄﾜｰｸ対応ﾃﾚﾋﾞ

ﾈｯﾄﾜｰｸ対応ｹﾞｰﾑ機

その他情報家電

パソコン

ﾈｯﾄﾜｰｸ対応PDA
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ対応型
固定電話
ﾈｯﾄﾜｰｸ対応
ｶｰ･ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ
ﾈｯﾄﾜｰｸ対応ﾃﾚﾋﾞ

ﾈｯﾄﾜｰｸ対応ｹﾞｰﾑ機

その他情報家電

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ対応型
携帯電話

８９．７

４３．９

３．７

３．７

０．６

０．０

０．０

０．０

０．０

０．７

０．８

０．８

０．８

２．７

３６．９

９４．９

７．７

３．７

３．４

２．３

２．２

６．０

６．３

２．５

２．７

２７．１

１．５

２１．９

１．６

１０．２

１１．１

３．５

将来的にはインターネット
対応型携帯電話やネット
ワーク対応テレビを対象と
する意向が強い

【現
在
】

【現
在
】

【将
来
新
規
】

【将
来
新
規
】

（注）インターネットを利用した電子商取引を実施中の消費者向け企業

（注）インターネットを利用した販売促進活動を実施中の消費者向け企業

３ 企業の期待 （記述箇所 「第１章第３節 企業におけるネットワークの活用」 Ｐ６５）



（出典） 「企業のユビキタスネットワーク利用動向調査」

(２) 事業・業務に影響を与えるユビキタスネットワークの特長と日米の意識比較
◇ 事業者向け企業では、ユビキタスネットワークが事業・業務に与える影響として、日米ともに「大容量の情報を安価で受発信可能」と

いう特長を認識している企業が多い。

◇ 日本では米国に比べ、「場所を問わずネットワークが利用可能」、「電子タグ等で履歴情報が追跡・管理可能」という特長を強く認識

◇ 一方、米国では日本に比べ、「ネットワークの安定性が向上」という特長を強く認識

１５

（％）

図表 ユビキタスネットワークの持つ特長の中で、事業・業務に影響を与える特長の日米比較（複数回答）
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35.9
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【日本】 【米国】

（％）

大容量の情報を
安価で受発信可能

場所を問わずﾈｯﾄ
ﾜｰｸが利用可能

高ｾｷｭﾘﾃｨな情報通信

電子ﾀｸﾞ等で履歴情報
が追跡・管理可能

ﾈｯﾄﾜｰｸの安定性が向上

簡単操作で情報通
信機器が利用可能
情報通信端末が様々
な用途で利用可能
家電等が情報通信
機能を持つ

GPS等位置情報
の有効利用促進

あらゆる端末・ﾈｯﾄﾜｰｸ
でｻｰﾋﾞｽ展開可能

人・ﾓﾉにあわせたｻｰﾋﾞｽ
提供・管理が可能

監視やｾﾝｼﾝｸﾞの
利用が促進

（注）事業者向け企業における比率を比較

（記述箇所 「第１章第３節 企業におけるネットワークの活用」 Ｐ７４）



１６

(１) ユビキタスネットワーク社会の実現による便益

ユビキタスネットワーク社会の実現により、「元気」、「安心」、「便利」、「感動」な社会が到来

（出典） 「ユビキタスネットワーク社会の国民生活に関する調査」

データとして形式化さ
れていなかった情報が
デジタル情報化される

接続していることを
意識せず活用できる
ネットワーク

FTTH、３G携帯電話等
のブロードバンドがより
普及

便益の例ユビキタスネットワーク社
会を実現する独自の要素 例 元気 安心 便利 感動

• 固定網・無線ブロード
バンドネットワーク

• 個人認証用電子タグ。
個人の固有情報、存
在情報を発信

• 外出先の移動中で
も携帯電話等でテ
レビ放送が見られる

• 高画質の映像を介
し、病院の医師から
救急車に患者の処
置法を指示できる

• 医療用画像データ等
が一元管理され、ど
こからでも参照でき
る

• 物の固有情報、存在
情報を発信

• 安価な電子タグ等
を物に貼り付け、紛
失時等にありかが
分かる

これまで情報端末では
なかったものの情報端
末化

• 情報家電、家具、住
居

• 日常の家電操作等
を通じて容易に健康
データが計測、転送、
蓄積される

• 外出時に自宅を常
時監視したり、携帯
電話で鍵を閉めた
りすることができる

• 外出先から携帯で
冷蔵庫の中身が確
認できるなど家電の
遠隔操作ができる

• テレビのボタン一つ
で遠隔地の孫と話が
できるなどテレビで
映像配信ができる

意識せずに持ち運べる
端末の実現

• ウェアラブル情報端
末

• 社会的弱者に、歩
行中、周辺の情報
を伝達し安全を確
保

• いつでも音楽、映像
を受信して楽しめる

• 移動中周辺の地図
やその他情報を受
信できる

• 運動中の呼吸数、心
拍数等のデータを容
易に把握、蓄積でき
る

• 医療の場において患
者の識別、データの
把握を誤りなく行い、
事故を防止できる

• 住居、ビルへの入り
口での個人認証に
よるセキュリティ確
保

• 手で入力しなくても、
音声で簡単に機器
を操作し、ネット
ワークを利用できる

• 個人認証に基づく、
コンサート等での電
子チケット

• タクシーの中等、オ
フィスの外にいても
テレビ会議等に参
加できる

• 薬を認識し、受取、
摂取、飲み合わせ等
に関する事故を防ぐ

• 食品の履歴把握に
よる、食の安全の
確保

• 博物館等で展示品
を認識させ、その解
説等を可能にする

４ ユビキタスネットワーク社会の姿と課題 （記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ８９）



（出典） 「ユビキタスネット社会の実現に向けた政策懇談会」

図表 ユビキタスネットワーク社会の将来イメージ

１７

(２) ユビキタスネットワーク社会の将来イメージ

リモコンで閉め忘れも安心リモコンで閉め忘れも安心

ドア開閉センサ

ピピッ

うっかり鍵を掛け忘
れてしまったよ。で
も リモコンで閉め
られるな…。

電子タグ

ピピッ

○×県△□産：無農薬

スーパーに来てか
ら携帯で冷蔵庫を
チェック

スーパーに来てか
ら携帯で冷蔵庫を
チェック

ピピッ

通話中通話中

データや顔色か
ら判断すると…。
よし、○○剤を
注射して下さい。

デジタルハイビジョン
は、大きくて綺麗で、
値打ちものね。リモコ
ンなら カンタンね。

孫とまるで会っ
ているようじゃ。
ユビキタスって
こういうことか。

ＩＣＴによるＩＣＴによる
安全・安心の確保安全・安心の確保

いつでもいつでも
どこでもどこでも

アクセス可能アクセス可能

あら、大根が家の冷蔵庫
にないわね。

移動中にテレビタイム移動中にテレビタイム

やったぞ、日本代表の
ゴールだ。でも新幹線
の中でハイビジョンが
見られるなんて便利に
なったもんだ。

u-Japan 
ひろがるＩＣＴで動き出す

新しい社会

【口コミ情報】
★露天風呂が最高！！（▽歳男性）

温泉旅館予約

○○温泉旅館

◇県△△市□□1-2-3

１泊のみ 5,000円
朝夕食付き 20,000円
ランチ 1,000円～
その他

ＴＥＬ xx-xxxx-xxxx

予約する【口コミ情報】
★露天風呂が最高！！（▽歳男性）

温泉旅館予約

○○温泉旅館

◇県△△市□□1-2-3

１泊のみ 5,000円
朝夕食付き 20,000円
ランチ 1,000円～
その他

ＴＥＬ xx-xxxx-xxxx

予約する

ここにしましょう。
『予約する』って
言えばいいのね。

音声でカンタンに機器を操作音声でカンタンに機器を操作

スーパー

デジタルテレビデジタルテレビ
がＩＣＴ社会のがＩＣＴ社会の
ゲートウェイにゲートウェイに

ボタン一つで孫と
おしゃべり

ボタン一つで孫と
おしゃべり

ピピッ

○月10日 Ａさん収穫

○月11日 ××到着

○月12日 △△到着

無農薬なら安全だわ。
この大根にしようかし
ら。ユビキタスって助
かるわ。

大根（無農薬）

冷蔵庫の中には以下の品物があります。

・キウィ ・鮭切り身
・マッシュルーム ・ソーセージ
・ねぎ ・えび(むき身)
・トマト ・アイスクリーム
・梅干し ・ビール
・チーズ ：

注文画面へ TV画面へ他の家電

冷蔵庫の中には以下の品物があります。

・キウィ ・鮭切り身
・マッシュルーム ・ソーセージ
・ねぎ ・えび(むき身)
・トマト ・アイスクリーム
・梅干し ・ビール
・チーズ ：

注文画面 TV画面へ他の家電

コスト見込みも
ハッキリ

ネットワークは
どこでも完備

標準化・規格
化が進展

影の部分の
対策も完了

学校は楽しいよ。おじ
いちゃん、おばあちゃ

んは元気？

学校は楽しいよ。おじ
いちゃん、おばあちゃ

んは元気？

様々なものが様々なものが
ネットワークにネットワークに
つながるつながる

顔色の分かるハイビジョンで迅速処置顔色の分かるハイビジョンで迅速処置

患者の容体に
ついてデータ
を送ります。

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ９０）



製造業（除く情報

通信産業）

（25兆85億円）

運輸

（8兆5,812億円）

金融・保険

（7兆9,001億円）

対事業所サービス

（7兆8,173億円） その他

(11兆9,242億円）

商業

（14兆1,390億円）

情報通信産業

（45兆1,552億円）

図表① ユビキタスネットワーク関連市場規模の将来推計

（出典） 「ITの経済分析に関する調査」

ユビキタスネット
ワーク関連市場
87.6兆円

5.8
12.7

19.7
2.9

8.5

9.7

10.7

15.3

18.12.5

3.6

5.2

8.5

5.1

15.1

28.1

1.2
2.9

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

2003(平成15) 2007(平成19) 2010(平成22)

インフラ ネットワーク アプライアンス

プラットフォーム サービス・コンテンツ コマース

１８

120.5兆円
(生産誘発額）

（兆円）

(３) ユビキタスネットワーク関連市場の経済波及効果

◇ ユビキタスネットワーク関連市場は、2010年（平成22年）に87.6兆円。2003年からの８年間の累計は449.1兆円 （図表①）

◇ ユビキタスネットワーク関連市場の経済波及効果は、2010年に120.5兆円。2003年からの累計は611.1兆円 （図表②）

28.7兆円

87.6兆円２０１０年（平成２２年）に
は約３倍の８７．６兆円

図表② ユビキタスネットワーク関連市場の経済波及効果
（ユビキタスネットワーク関連市場が全産業に及ぼす生産誘発額）

経済波及効果
は１２０．５兆円

59.3兆円

（注）ここでのユビキタスネットワーク関連市場は、ユビキタスネットワークに関連する、
①インフラ市場、②ネットワーク市場、③アプライアンス市場、④プラットフォーム市場、
⑤サービス・コンテンツ市場、及び⑥B2C（企業―個人間）電子商取引市場、
電子タグ・非接触型ＩＣカードによるキャッシュレス商取引市場の合計値

（注）2003年から2010年までの８年間の累計では、449.1兆円になる

（注）2003年から2010年までの８年間の累計では、611.1兆円になる

（記述箇所 「第１章第３節 企業におけるネットワークの活用」 Ｐ８３、８４）



図表 個人がユビキタスネットワークサービスを利用する上での不安（複数回答）

62.7

59.7

37.8

37.5

35.7

34.7

7 .7

2 .3

1 .2

24.7

49.2

58.2

0 20 40 60 80

詐欺・悪質商法等に遭うこと

企業の保有する個人情報の流出・不正利用

不正アクセスによる個人情報の悪用

サービス・機器の複雑化

ウイルス等への感染

第三者に監視される可能性

情報通信機器への過度な依存

思考力・読み書き能力の低下

人とのつながりが疎遠に

特になし

その他

無回答

（出典） 「ユビキタスネットワーク社会の国民生活に関する調査」（訪問調査）

１９

(４) ユビキタスネットワーク社会における個人の不安

利用者は、詐欺・悪質商法等に遭うことや、個人情報の流出・不正利用を不安視する割合が高い （図表）

（％）

詐欺・悪質商法に遭うこと、
個人情報の流出・不正利用
を不安視

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ９３）



（％）

（出典） 「企業のユビキタスネットワーク利用動向調査」

(５) ユビキタスネットワーク社会へ向けた企業の課題

◇ 消費者向け企業は、「個人情報保護に関する問題」を最重要視

◇ 一方、事業者向け企業は、「ネットワークセキュリティのリスク」を最も問題視している

図表 企業がユビキタスネットワーク社会のメリットを享受する上で解決すべき課題（複数回答）

２０

1.8

1.7

6 .0

13.2

19.8

21.6

24.1

27.1

27.9

30.2

30.2

32.3

36.1

48.6

57.1

0102030405060

3.3

0.5

10.4

9.9

23.1

17.7

18.5

24.2

26.0

22.6

31.7

36.2

35.4

55.0

33.2

0 10 20 30 40 50 60

【消費者向け企業】 【事業者向け企業】

（％）

個人情報保護
に関する問題を
最重要視

ネットワーク
セキュリティ
のリスクを最
重要視

ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨのﾘｽｸ

個人情報保護
に関する問題

ﾈｯﾄﾜｰｸ利用ｺｽﾄの高さ

端末機器・電子ﾀｸﾞ等の
ｺｽﾄの高さ

ﾈｯﾄﾜｰｸの安定性

機器・端末の使い
やすさの向上

ｼｽﾃﾑ運営ｺｽﾄの高さ

ﾈｯﾄﾜｰｸ回線の高速化
ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ
に対するﾆｰｽﾞの向上
ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ社会に
対応した法制度不備

機器・ｻｰﾋﾞｽ規格の標準化
著作権管理・保護に関
する問題
現段階では分からない

メリットを享受できる
事業はない

特になし

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ９３）



図表① 個人情報対策を行っている個人の割合

（％）

(６) 個人情報の流出に対する個人の取組
◇ 個人情報流出のため、何も対策を取っていない個人は７割以上 （図表①）

◇ 個人情報保護のための対策としては、掲示板（ＢＢＳ）等に個人情報を記載しないことが最も多い （図表②）

（出典） 「ユビキタスネットワーク社会の国民生活に関する調査」（ウェブ調査）

２１

図表② 個人における個人情報保護対策の取組（複数回答）

8.5 6.7
27.3

57.4

行っている

必要があると感じているが、行っていない

必要があまりない
と感じているので、
行っていない

考えたことがない

1.1

8.0

10.1

20.9

21.4

23.7

32.2

45.2

46.8

48.0

0 10 20 30 40 50 60

その他

プロバイダのサービスを利用

アクセスログを記録

クレジットカード番号を入力しない

パスワードの定期的な変更

パスワードの使い分け

ＯＳにセキュリティパッチを適用

軽率にダウンロードを行わない

アンチウイルスソフトの導入

掲示板（ＢＢＳ）等に個人情報を記載しない

７割が対策を
取っていない

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ９９）



21.0

10.5

9.6

3.7

3.2

5.9

37.2

6.2

24.4

16.7

14.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

個人情報の利用目的・収集時期・管理者の明確化

企業内教育の充実

必要な個人情報の絞込み

個人情報保護管理責任者の設置

プライバシーポリシーの策定

個人情報の問い合わせ窓口の設置

プライバシーマーク制度の取得

外注先選定要件の見直し・強化

その他

特に何もしていない

無回答

図表① 個人情報保護に対する組織面・制度面の対策（複数回答）

（％）

「特に何もしていない」
企業が約４割を占める

(７) 個人情報の流出に対する企業の取組
組織面・制度面、システム面・技術面ともに、対策を行っていない企業が多い （図表①、②）

（出典） 「情報セキュリティに関する実態調査」

２２

図表② 個人情報保護に対するシステム面・技術面での対策

27.6

21.7

5.0

1.1

3.9

6.4

41.8

15.5

8.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

個人情報の利用権限の管理

パソコン廃棄時の物理的破壊

個人情報の利用履歴を保存

閲覧用データと保存用データを区分して管理

保管時や輸送時には暗号化を実施

個人情報データベースに進入検知システムを導入

その他

特に何もしていない

無回答

（％）

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ１００）



図表① 情報通信ネットワークやサービスの使い方、マナー
として控えるべきだと思うもの （複数回答）

80 .5

72 .0

42 .8

34 .8

21 .0

18 .2

17 .8

0 .7

1 .3

52 .5

65 .0

0 20 40 60 80 100

迷惑メール

公衆の場における携帯電話での通話

カメラ付き携帯電話による人物の無断撮影

公衆の場における携帯電話の着信音

カメラ付き携帯電話による書籍や雑誌等の無断撮影

ウェブ上のホームページや掲示板における誹謗中傷

音楽や画像等の不正コピー及び交換

インターネットへの過度の依存

飲食中のインターネット

その他

無回答

（出典） 「ユビキタスネットワーク社会の国民生活に関する調査」（訪問調査）

89 .3

37 .8

15 .3

13 .5

7 .8

0 .5

1 .0

27 .5

17 .7

0 20 40 60 80 100

個人の自覚・責任

公的機関による法制度・規制の整備

機器・サービスを提供する企業の自主規制

公的機関による教育・啓発活動

公的機関による監視・監督

コミュニティによる教育・啓発活動

コミュニティによる監視・監督

その他

無回答

２３

(８) ユビキタスネットワーク社会における個人のマナー

◇ 控えるべき項目としては、「迷惑メール」、「公衆の場における携帯電話での通話」の割合が高い （図表①）

◇ マナーの向上のために重要と考える項目としては、「個人の自覚・責任」を挙げる割合が高い （図表②）

（％） （％）

図表② 情報通信ネットワークやサービスの使い方の向上の
ために重要と考える項目 （複数回答）

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ１１１、１１２）



(９) デジタル・ディバイド（情報格差）の是正
◇ インターネット利用の格差の最大要因は、「世代」である （図表①）

◇ ブロードバンドサービスの普及における地域間格差も、依然存在 （図表②）

図表① 各属性がインターネット利用／未利用に与える影響度
（平成１５年末）

利用にプラス利用にマイナス

（出典） 「平成１５年通信利用動向調査」

（注）利用・未利用に対し各属性が及ぼす影響の大きさを把握するため
「数量化Ⅱ類」により分析。各属性に係る数値の絶対値が大きいほど、
その属性が利用・未利用に対して及ぼす影響が大きい

２４

-0.48
0.81
0.77
0.77

0.50
-0.43

-1.94

0.14
-0.14

0.14
-0.04

-0.19

-0.36
-0.32
-0.12

0.07
0.19
0.28

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

６～１２歳　　　　　　　　　　　　　　　　　

１３～１９歳　　　　　　　　　　　　　　　　

２０～２９歳　　　　　　　　　　　　　　　　

３０～３９歳　　　　　　　　　　　　　　　　

４０～４９歳　　　　　　　　　　　　　　　　

５０～５９歳　　　　　　　　　　　　　　　　

６０歳以上　　　　　　　　　　　　　　　　　

男性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別区・政令指定都市・県庁所在地　

その他の市　　　　　　　　　　　　　　　　

町・村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２００万円未満　　　　　　　　　　　　　　

２００万円～４００万円　　　　　　　　　

４００万円～６００万円　　　　　　　　　

６００万円～８００万円　　　　　　　　　

８００万円～１，０００万円　　　　　　　

１，０００万円以上　　　　　　　　　　　　

世
代
別

男
女
別

都
市
規
模
別

世
帯
年
収
別

インターネット利用格差
の最大要因は「世代」

700

1,883

718

2,601

449

522

0

522

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過疎地域

町村

市（特別区を含む）

全国

図表② ブロードバンドサービスの普及状況（平成１５年度末）

【市
・町
村
別
】

【提供】 【未提供】

（８３．３％） （１６．７％）

（６０．９％） （３９．１％）

（１００％）

（７８．３％） （２１．７％）

（注）過疎地域とは、「過疎地域自立促進特別措置法」の規定により
公示された町村を指す

（注）ＡＤＳＬ、ＦＴＴＨ、ケーブルインターネット、ＦＷＡのいずれかの
ブロードバンドサービスを、少なくともその地域の一部で提供
している市町村の数について集計

総務省調べ

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ１１３、１１６）



(10) 世界に拡がるユビキタスネットワーク社会

◇ 総務省では、関係府省とともに、2003年３月、「アジア・ブロードバンド計画」を策定

◇ 2003年12月にジュネーブ（スイス）で開催された世界情報社会サミット(WSIS)において、ユビキタスネットワーク

社会に関心が高まる

◇ ユビキタスネットワーク技術の標準化を推進し、世界に「日本発のネットワークサービス」を展開

アジア・ブロードバンド計画の推進

我が国から「ユビキタスネットワーク
社会の展望」というテーマでワーク
ショップや展示を行い、サミット参加
者から大きな関心を集める
（2003年12月、ジュネーブ（スイス））

【電
子
タ
グ
の
つ
い
た
モ
ノ

（果
物
・薬
瓶
等
）の
展
示
】

（小額決済）

高機能携帯電話

非接触型ICカード

（定期券・乗車券）

（テレビ電話）

世界情報社会サミット（ＷＳＩＳ）

アジア域内の情報流通が活性化し、
アジアが世界の情報拠点（ハブ）と
なることを目指す

世界に拡がるユビキタスネットワーク社会

世界に日本発
のネットワーク
サービスを展開

ユビキタスネット
ワーク社会のコンセ
プトを世界に発信

２５

（記述箇所 「第１章第４節 ユビキタスネットワーク社会の実現と課題」 Ｐ９１）


